
1 
 

 
 

平成３０年１月３０日 
総務省公共サービス改革推進室 

 

民間競争入札実施事業 独立行政法人国立科学博物館 

「業務システムにかかるサーバ機器等賃貸借・保守および運用支援業務」の評価（案） 

 

 競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成 18年法律第 51号）第７条

第８項の規定に基づく標記事業の評価は以下のとおりである。 

 

記 

Ⅰ 事業の概要等 

事  項 内  容 

事 業 概 要 国立科学博物館（以下「科学博物館」という。）の業務システムにかか

るサーバ機器等賃貸借･保守および運用支援業務 
・賃貸借および設定： 

① 業務システムにかかるサーバ等機器の賃貸借、設置 
② OS やソフトウェアの調達（ライセンス契約）・インストール・

設定・動作確認および現行システムからデータ等の移行 
・保守および運用支援： 

① サーバ等機器およびソフトウェアの保守 
② クライアント端末を含めた科学博物館ネットワークに接続する

機器等の運用支援 
実 施 期 間 平成 26 年 12月 1日から平成 30年 11月 30日まで 

受 託 事 業 者 東芝情報システム株式会社、ＩＢＪＬ東芝リース株式会社 

契 約金額（税抜） 129,600,000 円（１か年当たり：32,400,000 円） 

入 札 の 状 況 3者応札（説明会参加(仕様書取得者数)）＝16者／予定価内＝3者） 

事 業 の 目 的 国立科学博物館では、上野、筑波、白金台の3 地区を結ぶネットワーク

とそれに接続するサーバ群を用いた業務システムを構築し運用してい

る。これには、職員等の円滑な業務遂行のためのメールシステムやグル

ープウェア等の他、当館の活動の広報手段ならびに知の社会還元の手段

としてのWEB サイトやデータベースの運用が含まれている。 

当館内外の利用者にとってより安心・安全かつ効率的で利便性の高いシ

ステムとなることをふまえつつ更新を図るものである。 

選 定 の 経 緯 公共サービス改革法対象事業において、平成 24年度「行政情報ネットワ

ークシステムの運用業務」を独法に拡大し、競争性が期待できる事業と

して、公共サービス改革基本方針（平成２４年７月２０日閣議決定）別

表において民間競争入札の対象として選定された。 

資料 １ 
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Ⅱ 評価 

１ 概要 

  終了プロセスに移行することが適当であると考えられる。 

 

２ 検討 

(1) 評価方法について 

独立行政法人国立科学博物館から提出された平成 26年 12月から平成 29年 11月ま

での間の実施状況についての報告（別添）に基づき、サービスの質の確保、実施経費

等の観点から評価を行う。 

 

(2) 対象公共サービスの実施内容に関する評価 

事  項 内  容 

確保される

べき質の確

保状況 

以下のとおり、適切に履行されている 

確保されるべき水準 評価 

ア.業務内容 

・民間競争入札実施要項２（３）イ「業務内容」に示す業務を

適切に実施すること。 

月次報告によ

る内容確認で

適切に実施 

イ.システム稼動率 

・システムを構成する各種ネットワーク機器、各種サーバの稼

働率が、各月ごとに９７％以上であること。 

１分未満の停止時間は切り捨てとする 

定期点検等であらかじめ計画された停止時間を除く 

(稼動率) 

 

各月 100% 

 

ウ.運用支援業務に関する利用者満足度 

利用者にアンケート調査実施           75点以上 

・問合せから回答までに要した時間 

・回答又は手順に対する説明の分かりやすさ 

・回答又は手順に対する結果の正確性 

・担当者の対応（言葉遣い、親切さ、丁寧さ等） 

平成 27年度 

平均 90点 

平成 28年度 

平均 95点 

平成 29年度 

平均 96点 

エ.セキュリティ上の重大障害件数 

・個人情報、施設等に関する情報その他の契約履行に際し知り

得た情報漏えいの件数：               0件 

 

0件 

オ.運用上の重大障害件数 

・長期にわたり正常に稼動できない事態・状況および保有する

データの喪失等により、業務に多大な支障が生じるような重大

障害の件数：                    0件 

 

0件 

主管課からの指示に基づく業務について、基準も満足し実施要項で記載された全て

のサービスの質が確保されている。 
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民間事業者

からの改善

提案 

（１）ランサムウェア対策として、共有領域のバックアップを 1 週間おきに実施

し、ファイルの暗号化や読み込み不可とされた場合でも 1 週間前のファイ

ルから救済できる仕組みを提案構築。新規に専用のテラステーションを導

入して危機に備えている。 
（２）外部セキュリティ機関から届く脆弱性情報等のデータのチェック用プログ

ラムを運用の中で作成し、受託事業者から科学博物館への報告までの時間

短縮に役立てている。 

 

 

(3) 実施経費（税抜） 

 

従 前 経 費 39,351,600円(単年度) 注 

実 施 経 費 32,400,000円(単年度) 

削 減 額 6,951,600円 

削 減 率 17.7％ 

注) 市場化テスト実施時、業務内容が変更になったため、従前業務を今期業務の同条件とし算出。 

 

 

(4) 評価のまとめ 

 

業務の実施にあたり確保されるべき達成目標として設定された質については、全て

の項目において目標を達成していると評価できる。 

また、民間事業者の改善提案により、（１）バックアップ機能強化によるセキュリ

ティ対策および復旧利便性の向上，（２）セキュリティ対策の効率化等が行われ、業

務の質の向上に貢献したものと評価できる。 

実施経費についても、17.7％の経費が削減されている。 

これらのことから、公共サービスの質の維持向上、経費の削減が、ともに達成され

たと評価できる。 

 

 

(5) 今後の方針 

 

本事業の市場化テストは今期が１期目であり、事業全体を通じての実施状況は以下

のとおりである。 

① 実施期間中に受託民間事業者が業務改善指示等を受けた事実、また法令違反行

為等を行った事案はなかった。 

② 実施状況について、科学博物館職員および外部有識者から構成される民間競争

入札評価委員会が設置されており、その仕組みの中で事業実施状況の評価を受
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ける体制が整っている。 

③ 本件事業入札においては、3者からの応札があり、競争性は確保されていた。 

④ 対象公共サービスの確保されるべき質に係る目標達成について、目標を達成し

ていた。 

⑤ 経費削減について，市場化テスト実施前経費と比較し、約17.7%の経費削減効果

があった。 

 

以上のことから、本事業については「市場化テスト終了プロセス及び新プロセス

運用に関する指針」（平成26年３月19日官民競争入札等監理委員会決定）Ⅱ．１．

（１）の基準を満たしており、今期をもって市場化テストを終了することが適当で

あると考えられる。  

 

市場化テスト終了後の事業実施については「競争の導入による公共サービスの改

革に関する法律」の対象から外れることとなるものの、これまでの官民競争入札等

監理委員会における審議を通じて厳しくチェックされてきた公共サービスの質、実

施期間、入札参加資格、入札手続き及び情報開示に関する事項等を踏まえた上で、

独立行政法人国立科学博物館が自ら公共サービスの質の維持向上及びコストの削減

を図っていくことを求めたい。  

 

 

以上 
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平成３０年１月１９日 
独立行政法人 国立科学博物館 

 
 

民間競争入札実施事業 
業務システムにかかるサーバ機器等賃貸借・保守および運用支援業務の実施状況について 

 
 

１．事業の概要 
 （１）業務内容 
    国立科学博物館（以下「科学博物館」という。）の業務システムにかかるサーバ

機器等賃貸借・保守および運用支援業務 
    ・賃貸借および設定 ：①業務システムにかかるサーバ等機器の賃貸借、設置 

②OS やソフトウェアの調達（ライセンス契約）・インス

トール・設定・動作確認および現行システムからデー

タ等の移行 
    ・保守および運用支援：①サーバ等機器およびソフトウェアの保守 

②クライアント端末を含めた科学博物館ネットワークに

接続する機器等の運用支援 
 
 （２）業務委託期間 
    平成２６年１２月１日～平成３０年１１月３０日 
 
 （３）受託事業者 
    東芝情報システム株式会社、ＩＢＪＬ東芝リース株式会社 
 
 （４）受託事業者決定の経緯 
    業務システムにかかるサーバ機器等賃貸借・保守および運用支援業務一式入札説

明書（平成２６年５月１３日公告）に基づき、入札参加希望者（３者）から提出さ

れた入札参加資格確認のための書類等を、科学博物館職員および業務システム等に

見識のある外部有識者から構成される民間競争入札評価委員会（平成２６年７月９

日開催）において審査した結果、３者について入札参加資格要件を満たしていたた

め、この３者を入札参加者とした。提案書については、引き続き同委員会において

技術点について審査し、入札参加者それぞれに得点を付した。 
平成２６年７月１４日に入札価格審査（開札）を行い、３者とも予定価格の範囲

内であることを確認した。引き続き、総合評価点を算出したところ、上記の者が落

別添  
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札予定者となった。暴力団排除条項該当性の有無に関する意見聴取の手続きを経

て、平成２６年７月３１日に落札者として決定した。 
 
 
２．確保されるべきサービスの質の達成状況および評価 
  民間競争入札実施要項において定めた民間事業者が確保すべきサービスの質の達成状

況に対する科学博物館の評価は、以下のとおり。 
評価事項 測定指標 評価 

業務内容 民間競争入札実施要項２

（３）イ「業務内容」に示

す業務を適切に実施するこ

と。 

月次報告による業務内容を

確認したところ、保守およ

び運用支援業務を適切に実

施しているため、サービス

の質は確保されている。 
システムの稼働率 システムを構成する各種ネ

ットワーク機器、各種サー

バの稼働率が、各月ごとに

９７％以上（１分未満の停

止時間は切り捨てとする）

であること。ただし、定期

点検等であらかじめ計画さ

れた停止時間を除く。 

各種ネットワーク機器およ

びサーバの稼働率は、各月

１００％であるため、サー

ビスの質は確保されてい

る。 

運用支援業務に関する利用

者満足度調査結果 
業務開始後、年に１回の割

合でユーザに対して利用者

満足度調査を実施し、その

結果の基準スコア（７５点

以上）を維持すること。※ 
 
 

利用満足度調査のスコアは

以下のとおりであり、サー

ビスの質は確保されてい

る。 
【利用満足度調査スコア】 
■平成２７年度実施 
・問い合わせから回答まで

に要した時間：８９点 
・回答又は手順に対する説

明の分かりやすさ：８９点 
・回答又は手順に対する結

果の正確性：９０点 
・担当者の対応（言葉遣

い、親切さ、丁寧さ等）：

９０点 
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満足度平均スコア：８９点 
■平成２８年度実施 
・問い合わせから回答まで

に要した時間：９７点 
・回答又は手順に対する説

明の分かりやすさ：９４点 
・回答又は手順に対する結

果の正確性：９６点 
・担当者の対応（言葉遣

い、親切さ、丁寧さ等）：

９６点 
満足度平均スコア：９６点 
■平成２９年度実施 
・問い合わせから回答まで

に要した時間：９６点 
・回答又は手順に対する説

明の分かりやすさ：９６点 
・回答又は手順に対する結

果の正確性：９７点 
・担当者の対応（言葉遣

い、親切さ、丁寧さ等）：

９７点 
満足度平均スコア：９７点 

セキュリティ上の重大障害

件数 
個人情報、施設等に関する

情報その他の契約履行に際

し知り得た情報漏えいの件

数は０件であること。 

本業務に起因した個人情報

等にかかる情報漏えいの発

生件数は０件であることか

ら、管理体制は適切に機能

している。 
業務用電子計算機システム

運用上の重大障害件数 
長期にわたり正常に稼動で

きない事態・状況および保

有するデータの喪失等によ

り、業務に多大な支障が生

じるような重大障害の件数

は０件であること。 

本業務にかかるシステム運

用上の重大障害件数は０件

であることから、サービス

の質は確保されている。 

※利用満足度調査：年に１回の割合でユーザに対して以下の各項目についてアンケートを

実施し、満足（１００点）、ほぼ満足（８０点）、普通（６０点）、やや不満（４０点）、
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不満（０点）で採点し、各回答の平均スコア（１００点満点）を算出する。 
・問い合わせから回答までに要した時間 
・回答又は手順に対する説明の分かりやすさ 
・回答又は手順に対する結果の正確性 
・担当者の対応（言葉遣い、親切さ、丁寧さ等） 

 
 
３．実施経費の状況および評価  （※金額は全て税抜き） 
 （１）実施経費 
    平成２６年１２月１日から平成３０年１１月３０日まで（４年間） 
    契約金額  １２９，６００，０００円 
     単年度あたり３２，４００，０００円 ・・・① 
 
 （２）前回経費比較 
    平成２２年１２月１日から平成２６年１１月３０日まで（４年間） 
    契約金額  １５７，４０６，４００円（業務用 PC 賃貸借・保守分は除く） 
     単年度あたり３９，３５１，６００円 ・・・② 
 
    節減額（単年度あたり）： ②－① ＝ ６，９５１，６００円 ・・・③ 
     

節減率： ③÷② ＝ １７．７％ 
 
 （３）評価 
    市場化テスト実施前経費と比較して、単年度あたり６，９５１，６００円減額

（前回比１７．７％減）となり、経費削減の点で効果があったものと評価すること

ができる。 
 
 
４．民間事業者からの改善提案による改善実施事項等 
 （１）バックアップ機能強化によるセキュリティ対策及び復旧利便性の向上 

ランサムウェア対策として、共有領域のバックアップを 1 週間おきに実施し、フ

ァイルの暗号化や読み込み不可とされた場合でも 1 週間前のファイルから救済でき

る仕組みを提案構築。新規に専用のテラステーションを導入して危機に備えてい

る。 
  
 （２）セキュリティ対策の業務効率化 
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不正アクセスへの対応として、外部セキュリティ機関から提供される脆弱性情報

等のデータを受託事業者へ提供し、受託事業者はファイアウォールやプロキシサー

バ等のログから、館内から不正アクセス先にアクセスした者がいないかどうかの確

認を行い、その結果を報告している。当該リストは数千行に及ぶものであり、当初

はこの作業を手作業で行っていたため、確認に１週間以上の時間を要していたが、

ログを検索する作業を自動化するプログラムを受託事業者側で作成し、半自動化を

行ったため、結果の報告まで１~２日で済むようになった。 
 
 
５．全体的な評価および今後の事業 
 （１） 本事業の市場化テスト導入は今回が初めてであるが、事業全体を通した実施状

況は以下のとおりである。 
   ① 実施期間中に受託事業者が業務改善指示等を受ける、あるいは業務に係る法令

違反行為等はなかった。 
   ② 実施状況については、科学博物館職員および外部有識者から構成される民間競

争入札評価委員会が設置されており、その仕組みの中で事業実施状況の評価を受

けることとしている。 
   ③ 前回入札時（市場化テスト導入前）は一者応札であったが、今回の入札では３

者からの応札があり、公平な競争性が確保された。 
   ④ 本事業の確保されるべき質について、目標を達成していた。 
   ⑤ 従前経費と比較した場合、１７．７％削減しており、経済性が確保された。 
 
 （２） 上述のとおり、本事業について総合的に判断すると良好な実施結果を得られて

いることから、次期事業においては「市場化テスト終了プロセスおよび新プロセ

ス運用に関する指針」に基づき、終了プロセスへ移行した上で、業務の質を確保

できる実施要項により業務を実施することとしたい。 
     なお、市場化テスト終了後も、公共サービスの質、実施期間、入札参加資格、

入札手続および情報開示に関する事項等を踏まえた上で、引き続き法の趣旨に基

づき、科学博物館自ら公共サービスの質の向上およびコスト削減等を図っていく

こととしたい。 
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(別紙) 

運用支援業務に関する利用者満足度調査の結果 

 

１．調査対象者 
  平成 27 年度（平成 26 年 12 月～平成 27年 11月） 

アンケート回収数 76 件/対象者数 305件 

  平成 28 年度（平成 27 年 12 月～平成 28年 11月） 

アンケート回収数 83 件/対象者数 305件 

  平成 29 年度（平成 28 年 12 月～平成 29年 11月） 

アンケート回収数 166件/対象者数 307件 

  

２．項目別集計結果（各項目：100 点満点） 
  設問１：問い合わせから回答までに要した時間について満足しているか。 

  設問２：回答又は手順に対する説明のわかりやすさについて満足しているか。 

設問３：回答又は手順に対する結果の正確性について満足しているか。 

  設問４：担当者の対応（言葉遣い、親切さ、丁寧さ等）について満足しているか。 

 
(1) 平成 27度調査結果 

  設問 
1 2 3 4 

回答   

1．満足 （100点） 50件 47件 49件 51件 

2．ほぼ満足 （80点） 13件 17件 17件 11件 

3．普通 （60点） 12件 11件  9件 14件 

4．やや不満 （40点） 1件 1件 0件 0件 

5．不満 （0点） 0件 0件 1件 0件 

平均点 総平均 89.5点 89.47点 88.95点 89.74点 89.74点 

 

(2) 平成 28年度調査結果 

  設問 
1 2 3 4 

回答   

1．満足 （100点） 49件 45件 48件 47件 

2．ほぼ満足 （80点） 3件 4件 3件 5件 

3．普通 （60点） 3件 5件 4件 3件 

4．やや不満 （40点） 0件 1件 0件 0件 

5．不満 （0点） 0件 0件 0件 0件 

平均点 総平均 95.6点 96.73点 93.82点 96.00点 96.00点 
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 (3) 平成 29年度調査結果 

  設問 
1 2 3 4 

回答   

1．満足 （100点） 95件 96件 96件 97件 

2．ほぼ満足 （80点） 10件 8件 10件 8件 

3．普通 （60点） 4件 5件 3件 4件 

4．やや不満 （40点） 1件 1件 1件 1件 

5．不満 （0点） 0件 0件 0件 0件 

平均点 総平均 96.4点 96.18点 96.18点 96.55点 96.55点 

 

※平成 27年度は、全ユーザに対して満足度のアンケートを行い集計した。平成 28及

び 29 年度は、満足度調査の精度を上げるため、全ユーザに対し、受託事業者に問

合せを行ったかを問い、問合せを行ったユーザの満足度調査の回答についてのみ集

計したため、アンケート回収数と満足度調査各設問の回答件数に差異が生じている。 

 

以上 

011/011




